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令和６年能登半島地震による
被害と対応について

■ 国道116号新潟西バイパスの状況と対応

■ 能登半島の被災状況と対応（道路関係）

■ ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣
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《位置図》◆ 被災概要
国道１１６号新潟西バイパス新通ＩＣ～亀貝ＩＣ間

（延長約２km）において、橋梁や道路横断ボックス

前後に段差発生。

◆ 時系列
令和６年１月１日 １６時１０分 ： 段差【通行止】

令和６年１月２日 ２２時００分 ： 下り【通行止解除】

令和６年１月２日 ２３時００分 ： 上り【通行止解除】

《被災箇所平面図》

《縦断図（イメージ）》《新通ＩＣ橋（上り）付近の状況》

段差８cm 舗装擦り付け（応急復旧完了） 道路横断ボックス前後が沈下し段差発生

沈下沈下

舗装擦り付け
（応急復旧）

※

※

※速度規制を ８０㎞/ｈ → ６０㎞/ｈ に下げて解除

道路横断
ボックス

▼ 路面



●１月 ４日～１月１７日
現地調査・本線測量

●１月１８日～１月２６日
段差部の削り下げ（上り15カ所、下り12カ所）

→ 走行性の改善と路面下空洞調査の精度向上

●１月２４日～２月２９日
路面下空洞調査・データ解析

→ 主に道路横断ボックス前後で空洞反応あり

●２月２８日～３月 ８日
空洞反応箇所の開削調査

→ 路面沈下が続いている116-17BOX（上下）、
116-14BOX線（下り）で実施

●３月中旬～

空洞部補修方法検討、空洞部補修、本線舗装復旧
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◆ 本復旧に向けた対応
本復旧後の再沈下を防止するため現地調査・測量及び路面下空洞調査を実施し、補修方法を検討中。

新通ＩＣ橋（上り）削り下げ後 縦断図（イメージ）

116-17BOX（下り）深さ 約10㎝ 縦断図（イメージ）
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◆ 市町道路調査（通行可能・孤立状況調査）

出典︓北陸地⽅整備局HP



■ ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣
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◆ 新潟国道事務所における派遣実績

１月３日～２月２９日まで、延べ２８名の職員をＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 隊員

として派遣。被災状況調査や応急対策、道路啓開の任務に当たる。

※

※TEC-FORCEとは（Technical Emergency Control FORCE）：緊急災害対策派遣隊
・大規模自然災害への備えとして、迅速に地方公共団体等への支援が行えるよう、平成20年4月に
TEC-FORCEを 創設し、本省災害対策本部長等の指揮命令のもと、全国の地方整備局等の職員
が活動。

・TEC-FORCEは、大規模な自然災害等に際し、被災自治体が行う被災状況の把握、被害の拡大の
防止、被災地の早期 復旧等に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施。

道路啓開班 活動状況

被災状況調査班 活動状況

応急対策班 活動状況


